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論文内容の要旨

本論文では， p+n→p+A 反応における種々の偏極量の理論的考察を行い， これらの物理量がストレンジネスのホ
化?伴うパリオンーパリオン間州問互作用に非常に敏感であることを明らかにし，この実験の有効性を強く示ム
しん。

従来，ス卜レンジネスが変化するパリオンーパリオン間の弱し、相互作用はハイパー核の崩壊を通してのみ研究され
てきでおり，得られる情報に限界が存在したが，高強度高精度の加速器の発達に伴い，上記の反応の実験的測定が現
実のものと成ってきたo 本研究では，偏極陽子ビームを用い，かつ終状態のA粒子の偏極をも測定する事を前提とし
た理論の最も一般的な定式化を行ったo 更に，パリオン聞の弱L、相互作用は中間子交換によるポテンシヤノレで記述し，
強い相互作用である始状態，終状態相互作用を歪曲波によって取り入れ，反応断面積を記述しむその結果，低エネ
ルギー領域で、の反応断面積は1O-39cnr程度と推算し，現存の加速器を用いて測定可能であることを示したo また，偏極
陽子ビーム，終状態のA粒子の偏極の測定から得られる種々のタイフ。の非対称係数を詳細に分析したo これらの係数
は，弱し、相互作用の結果，始状態 2 核子のスピン 1 重項-3 重項，アイソスピン 1 重項ー 3 重項，スカラーー擬スカ
ラー相互作用の干渉を含んでおり，各々弱し、相互作用の異なった側面を示すことを明らかにした o 以上より ， p+n 
→p+ 八反応における種々の偏極量の測定は，ストレンジネスの変化を伴うパリオンーパリオン聞の弱い相互作用の
構造を明らかにする上で非常に有効な研究手段となり得ると結論した。

論文審査の結果の要旨

ハイパー核の崩壊においてバイ中間子放出を伴わない崩壊モードが主要であることが知られているが，その機構は
解明されていないo 本論文では，ハイパー核におけるこの崩壊の基本過程の逆過程p+n→p+A を理論的に検討し，
崩壊機構に敏感な種々の物理量について検討したo 特に，入射陽子のスピン，終状態のA のスピンに関与する偏極量
について詳細な理論的考察を行い，崩壊機構の解明?可能性を示唆し，ハイバー核物理学の発展に大きな寄与をする
ものである。

よって，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める o
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